






1.前年度までの研究成果

 1)産科合併症からみたターミネイションの時期に関する検討を、東京母性医療ネットワ

ークに登録された症例から検討し、前置胎盤、常位胎盤早期剥離、重症妊娠中毒症、前期

破水などの重要疾患の発症時期ならびに発症から分娩までの期間に疾患特異性があること

が明らかとなった。

 2)妊婦健診のリスク評価と予後との関連について、平成 5 年度厚生省心身障害研究『ハ

イリスク妊娠に関する研究』の調査例から妊婦健診時期別のリスク評価と分娩予後との関

連を検討し、妊娠後半でリスク評価が前半より過大となる傾向を認めた。

 3)周産期救急システム化により周産期センターへ送られる母体搬送例はここ数年増加し

総分娩数の約 5%を占めている。平成 8 年度において妊娠 22 週以後の産科合併症、特に、

前置胎盤、常位胎盤早期剥離、重症妊娠中毒症、前期破水例を妊娠から母体搬送によって

緊急に入院となった母体搬送群と妊娠初期より周産期センタ-で管理されていたが同時期

に同様な適応で入院となった周産期センタ-管理群を、入院から分娩までの日数、分娩時

出血量、アプガースコア（５分)、IUGR(子宮内発育遅延)、IUFD (子宮内胎児死亡)の発症

率などを比較した結果、周産期センター管理群において有意に母児に予後改善が期待され

る結果が得られた。


